
1213 2021.5

　

移
住
・
定
住
す
る
た
め
、市
内
に

住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
た
人

に
助
成
し
ま
す
。建
て
替
え
や
住

み
替
え
は
対
象
外
で
す
。

▼
世
帯
区
分
Ⅰ
＝
申
請
者
お
よ
び

配
偶
者
が
40
歳
未
満
の
世
帯

▼
世
帯
区
分
Ⅱ
＝
申
請
者
ま
た
は

配
偶
者
が
40
歳
未
満
の
世
帯

▼
世
帯
区
分
Ⅲ
＝
世
帯
区
分
Ⅰ
、

Ⅱ
に
該
当
し
な
い
世
帯

▼
世
帯
区
分
Ⅰ
＝
上
限
額
50
万
円

（
中
古
の
場
合
、25
万
円
）

▼
世
帯
区
分
Ⅱ
＝
上
限
額
35
万
円

（
中
古
の
場
合
、17
万
５
千
円
）

▼
世
帯
区
分
Ⅲ
＝
上
限
額
25
万
円

（
中
古
の
場
合
、12
万
５
千
円
）

▼
市
内
業
者
が
施
工
し
た
場
合
＝

10
万
円

▼
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る

場
合
＝
１
人
に
つ
き
５
万
円

住
宅
を
取
得
し
て
か

ら
６
カ
月
以
内

　

市
内
の
賃
貸
、売
却
可
能
な
空

　

新
婚
世
帯
に
対
し
て
、住
宅
の

購
入
費
用
、賃
貸
住
宅
の
契
約
に

係
る
費
用
、引
っ
越
し
の
際
に
要

し
た
費
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
婚
姻
届
を
受
理
さ
れ
、次
の

全
て
を
満
た
し
た
夫
婦
❶
申
請
日

に
、夫
婦
い
ず
れ
も
市
内
の
取
得

ま
た
は
賃
借
し
た
住
宅
へ
居
住

し
、住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
❷
今
後
、市
内
に
居
住
す

る
意
思
が
あ
る
❸
婚
姻
届
受
理
日

に
お
け
る
夫
婦
い
ず
れ
か
の
年
齢

が
49
歳
以
下
で
あ
る
❹
夫
婦
の
い

ず
れ
も
、過
去
に
こ
の
制
度
に
基

づ
く
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
❺
住
居
取
得
の
場
合
、

市
住
ま
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

の
交
付
を
受
け
な
い
こ
と
❻
夫
婦

が
市
税（
市
外
か
ら
転
入
し
て
い

る
場
合
は
、転
入
前
の
市
町
村
税
）

の
滞
納
が
な
い

▼
住
宅
取
得
費
用
＝
婚
姻
を
機
に

新
た
に
市
内
で
住
宅
を
取
得
す
る

際
に
要
し
た
費
用
／
新
築
費
用
、

建
売
住
宅
や
中
古
住
宅
の
購
入
費

用▼
住
宅
賃
借
費
用
＝
婚
姻
を
機
に

新
た
に
住
宅
を
賃
借
す
る
際
に
要

し
た
費
用
／
３
カ
月
分
の
家
賃
・

共
益
費
、敷
金
、礼
金
、仲
介
手
数

料▼
引
っ
越
し
費
用
＝
引
っ
越
し
業

者
ま
た
は
運
送
業
者
へ
支
払
っ
た

費
用

対
象
経
費
を
合
計
し

た
額（
夫
婦
に
つ
き
最
大
30
万
円
）

※
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、事
前
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

福
祉
事
務

所
子
育
て
支
援
課（
子
育
て
支
援

係
）
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２
２
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５
８
）５
５
６
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き
家
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。物
件
情
報
の
提
供
お
よ
び
利

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
活
用

し
て
空
き
家
を
改
修
す
る
人
に
、

対
象
経
費
の
２
分
の
１（
上
限
額

50
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
申
請
額
の
総
額
が
予

算
額
に
達
し
た
場
合
は
、受
け
付

け
を
終
了
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く

り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課（
ふ
る
さ
と
定
住
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

　

市
内
に
は
約
４
千
の
企
業
が
あ

り
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の
約
99
％

を
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
が
占

め
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
は
、市

の
経
済
を
牽
引
し
、地
域
の
雇
用

を
支
え
る
、地
域
社
会
に
お
い
て

重
要
な
存
在
で
す
。こ
れ
を
踏
ま

え
、中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振

興
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
定

め
た「
登
米
市
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
」を
施
行
し

ま
し
た
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
と
い
っ
た
社
会
構
造
の

変
化
に
加
え
、産
業
構
造
の
変
化
、

さ
ら
に
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
、経
営
環
境
の
変
化
に
伴

い
、厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
な

ど
、困
難
な
事
態
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
が
成
長
・
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、自
ら
が
努
力
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、市
や
大
企

業
、教
育
機
関
、金
融
機
関
な
ど
や

市
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
り
、

「
オ
ー
ル
登
米
」で
施
策
を
総
合
的

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　

本
条
例
は
、中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
の
振
興
に
向
け
た
基
本
理
念

な
ど
を
明
ら
か
に
し
、地
域
経
済

の
発
展
や
雇
用
の
場
を
創
出
す
る

こ
と
で
地
域
社
会
の
活
性
化
や
市

民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。ま
た
、そ
の
実
現
に
向
け
、市

の
責
務
、中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
努
力
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。今
後
は
、条
例
に
基
づ

き
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振

興
に
関
す
る
施
策
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）
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５
月
１
日
時
点
で
市
内
に

住
所
を
置
き
、本
年
４
月
に
第
３

子
以
降
が
小
学
校
に
入
学
し
た
保

護
者

１
人
に
つ
き
３
万
円

４
月
中
旬
に
、申
請

書
と
支
給
要
綱
な
ど
を
小
学
校
を

通
し
て
配
布
し
ま
す
。支
給
対
象

と
な
る
場
合
は
、申
請
書
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、５
月
24
日

（
月
）ま
で
に
小
学
校
へ
提
出
く
だ

さ
い

申
請
書
の
内
容
を
確

認
し
、後
日
、結
果
を
通
知
し
ま
す

第
３
子
以
降
が
小
学
校

に
入
学
し
て
も
、該
当
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。支
給
要
件
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、支
給
要
綱

を
確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、市
内
に

住
所
を
置
き
、第
３
子
以
降
が
他

の
市
町
村
の
小
学
校
に
入
学
し
た

場
合
は
、教
育
委
員
会
教
育
部
学

校
教
育
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）
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